
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 武蔵野栄養専門学校 
設置者名 学校法人後藤学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 
夜間･通信

制の場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

栄養専門課程 栄養科 夜・通信 27単位 6単位  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.musashino-eiyou.ac.jp/educational_info.html  

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 武蔵野栄養専門学校 
設置者名 学校法人後藤学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://www.musashino-eiyou.ac.jp/educational_info.html   

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
東都給食株式会社 

代表取締役社長 

2025.5.30 

～2029.6.29 
学校教育への助言 

非常勤 
元グランドニッコー東京

台場飲料部長洋食調理 

2025.5.30 

～2029.6.29 
学校教育への助言 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の２－②【⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人

材の複数配置】 
 
※ 様式第 2号の２－①に掲げる法人以外の設置者（公益財団法人、公益社団法人、医療法

人、社会福祉法人、独立行政法人、個人等）は、この様式を用いること。 
 
学校名  

設置者名  

 

 

１．大学等の教育について外部人材の意見を反映することができる組織 

名称  

役割 

 

 

 

 

 

 

 

２．外部人材である構成員の一覧表 
前職又は現職 任期 備考（学校と関連する経歴等） 

   

   

（備考） 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 武蔵野栄養専門学校 

設置者名 学校法人 後藤学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

各授業科目については、体系的かつ系統的に学習できるよう、教育方針や授業の狙

いと内容など、講義概要をあらかじめ「授業計画」としてまとめている。年度ごとに

「授業計画（シラバス）」を策定し、開講する基礎教育科目・専門教育科目・その他の

専門科目の授業予定を各授業担当者が作成、「学生生活ハンドブック」内に収め入学

時に配布する他、学校ホームページ上でも公表している。 

シラバスには、科目分野・科目名・単位数・受講学年・受講時期（前期・後期）・履

修区分（必修・選択）・受講形態（講義・演習・実習・実験）・担当教員・到達目標・

教科書・授業概要・単元ごとに授業内容・評価の目安と目標・評価別到達度等につい

て記載している。 

 シラバスについては、学校ＨＰ上でも公表している。 

授業計画書の公表方法 https://www.musashino-eiyou.ac.jp/educational_info.html 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 
授業計画（シラバス）において、科目ごとに到達目標や単位を認定する際の評価の

目安と目標を定め、最終的には学期末の試験にて総合判定している。 

試験については、平常試験・定期試験・追試験・再試験・進級認定試験及び卒業認定

試験となっており、平常試験は学期中に科目担当者の判断で随時実施、定期試験は前

期・後期の学期末にそれぞれ 1回実施している。 

また、追試験は正当な理由で定期試験を受験できなかった場合に、再試験は定期試

験において合格点に満たなかった場合に受験する。 

進級・卒業認定試験は、必要と認めた者に対して実施する。 

定期試験は各教科目の授業回数及び授業時間（集中方式の場合）の 3分の 2以上出

席したことに加え、欠席した単元に関しては補習レポートの提出を課し、それらをク

リアした者に対してその科目の受験資格を与えている。 

https://www.musashino-eiyou.ac.jp/educational_info.html


  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

教務規程において以下のように定めている。 

成績の評価は、試験結果・レポート・提出物・受講態度（平常点）などに基づき行う。

（第 11条） 

成績は 100点法によるものとし、評語で表す場合は、S:90～100点、A:80～89点、

B：70～79点、C:60～69点、D:59点以下で表す。S・A・B・Cは合格となり、所定の単

位が与えられる。Dは不合格となり、その科目の単位は認められない。 

（第 12条） 

評価方法は入学時に配布される「学生生活ハンドブック」内の 2.学修について（5）

⑦成績について、に記載されている。 

学期ごと、全科目の取得合計点を受験科目数で除した点数により、クラスごと・学年

ごとに成績順位を算出し、個別の成績表に記載して配布している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.musashino-eiyou.ac.jp/educational_info.html 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本校では、栄養士免許取得資格ならびに専門士「衛生専門課程」の称号取得のため

に必要な教育、さらに実務的な知識・技能を身につけることを目的としている。 

 

本校の規程科目の単位数は 75単位以上である。 

学則第 23 条に「本校に所定の修業年限以上在籍し、学則に定める規定科目の単位を

履修し、次の各号に掲げる事項のすべてに該当する者には職員会議の議を経て校長が

卒業を認定し卒業証書を授与する」という卒業の認定に関する条文があり、その内容

は、（1）学期末に行う試験もしくは課題の成績が合格点より低くないこと、（2）在籍

中を通じて平常の学業成績が基準点より低くないこと、（3）入学金及び学費等の納入

を怠っていないこと、となっている。 

この内容は学生生活ハンドブックに掲載し、全学生に周知している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.musashino-eiyou.ac.jp/educational_info.html 

 



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 武蔵野栄養専門学校 

設置者名 学校法人後藤学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
https://www.musashino-

eiyou.ac.jp/educational_info.html 
収支計算書又は損益計算書 同上 
財産目録 同上 
事業報告書 同上 
監事による監査報告（書） 同上 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

衛生 栄養専門課程 栄養科 衛生専門士 ― 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２  

年 

昼 75     

単位 

50   
単位 

10   
単位 

21   
単位 

3    
単位 

0    
単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

400  人 221 人 3  人 14  人 26  人 40  人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【（３）厳格かつ適切な成績管理の実施及び公表】の 1．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【（３）厳格かつ適切な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【（３）厳格かつ適切な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 



  

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制を取り、学力不足や生活態度・精神面に問題を抱える学生に対して保護者

と連携して対応する他、共通理解を図る必要性のある個々の問題については全教職員に

周知・対応できる体制を取っている。 

学力に不安のある学生に対し、基礎学力演習の選択科目を設け、基礎的な計算実務から

繰り返し学習して弱点を克服させ、専門科目へ進む自信をつけさせている。 

1年次には調理技術向上のための補講を実施、2年次は課題提出において完成まで繰り

返し指導し、達成感・充実感により学習意欲を高めさせるよう指導する他、発表の場を設

けることでコミュニケーション能力やプレゼン能力の向上を図っている。 

2年間をかけて栄養士としての「資質の向上」「実務能力の向上」を図り、最終的には

「知識・技術ともに兼ね備えた栄養士」の輩出を目指した学修支援を行っている。 

経済的な面では独自の奨学金制度はないが、日本学生支援機構など公的奨学金制度を

活用し、学生生活への支援を行っている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 183    人 

（100％） 

3    人 

（1.6％） 

168人 

（91.8％） 

     12人 

（6.6％） 

（主な就職、業界等） 

給食施設（病院、保育園、高齢者施設、事業所、学校など）・食品会社・薬局・サプリメン

ト販売・機内食製造等 

（就職指導内容） 

・担任による個人面談を通じて学生の希望する進路を把握、就職担当者との連携の下、一人

ひとりの希望に沿った就職支援を実施している。 

・1年後期に「接遇・ビジネスマナー演習」を設け、就職活動に必要な社会人としてのマナ

ー・技術の習得、コミュニケーション力や自己表現力を向上させている他、PC やスマー

トフォンを利用したオンライン面接にも対応した単元を設け、就活に向けたスキルアッ

プを図っている。 

・就職対策として、就職ガイダンスの実施、希望分野別少人数制の就職セミナーの開催、卒

業生懇談会、校内企業説明会の開催などを適切なタイミングで実施している他、就職担当

者による就職相談や分掌業務で進路開発担当を設け対応する教職員及び担任が協力して

履歴書や面接対策等の就職支援を実施している。 

・求人票は GoogleClassroom を活用していつでも自由に閲覧できるほか、過去の就職試験

に関する受験報告書もファイルングされ、試験対策に役立てている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

本校は栄養士養成施設であり、卒業と同時に全員が栄養士免許を取得できる。 

2 年次の 12 月に全員が受験する「栄養士実力認定試験」において、結果が認定 A の場合に

は食育栄養インストラクターの資格を取得できる。 

2023 年度の栄養士実力認定試験では、優秀賞 6 名、優良賞 13 名という優秀な成績を修

め、認定 A取得者は 100名（62％）であった。 

また、希望者には「フードアナリスト 3・4級」「NR・サプリメントアドバイザー」「ア

スリートフードマイスター」の資格取得を可能としている。 

（備考）（任意記載事項） 



  

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 313 人 17 人  5.4 ％ 

（中途退学の主な理由） 

 

目的意識の欠如、健康上の理由、進路変更、経済的な理由が主な中途退学理由となっ

ている。 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 

退学を防ぐためには早期の対策を重要であり、学校生活上で「欠席が多くなる」「成

績が下がる」などのサインを見逃さず、担任による個別面談の他、全教職員が学生の

言動や行動に目を向け、声掛けなどを行うことにより退学者の減少を図っている。 

退学希望者に対しては担任面談を実施し、必要な場合には管理職面談を行って、栄

養士の資格取得意義など担任と違う視点からアプローチを行い、中途退学者の防止に

努めている。 

近年、精神的に問題を抱えながら登校する学生が増加しており、専門家による視点

も必要となっている。本校ではスクールカウンセラーによる支援体制を強化してお

り、R6 年度は来校回数を増やし、不安定な学生には積極的にカウンセリングを勧め

るなど、学生が安心して学校に通学できるよう体制を整えている。 

 

 

  



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

栄養科   200,000円 700,000円 595,000円 施設設備費･実習費･維持費 

   円 円 円  

   円 円 円  

修学支援（任意記載事項） 

高等教育機関の修学支援新制度対象機関 

武蔵野学費サポート制度（学ぶ意欲があり経済的理由により就学困難な者を対象に学納金の一

部を免除：10万円） 

リスタート支援制度（栄養分野での学び直しを考える社会人等に入学金の一部を免除：10万円） 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

http://www.musashino-eiyou.ac.jp/educational_info.html 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

本校が行った自己評価の結果及びそれを踏まえた今後の改善方策について評価を行うため、

校長が委嘱する委員により構成された学校関係者評価委員会を設置する。 

委員は（1）学校の専門分野における業界関係者から 1名以上、（2）卒業生から 1名以上、（3）

高等学校校長もしくは進路指導担当者から 1名以上、（4）その他校長が指名する者、にて構成

する。 

評価を行うに当たっては、学校の諸活動の観察及び教職員との意見交換等を主体的に行うよ

う留意し、校長は学校関係者評価の結果及びその分析並びに今後の改善方策について公表する。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

給食関連業界の一般社団法人 副会長 2025年 4月 1日～2025

年 3月 31日 

学校の専門分野における業

界関係者 

給食受託会社 代表取締役社長 2025年 4月 1日～2025

年 3月 31日 

卒業生 

公益社団法人 前理事 2025年 4月 1日～2025

年 3月 31日 

卒業生 

医療法人（病院）栄養科科長 2025年 4月 1日～2025

年 3月 31日 

卒業生 

都立高等学校 校長 2025年 4月 1日～2025

年 3月 31日 

高等学校校長、進路指導担当

者等 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

http://www.musashino-eiyou.ac.jp/educational_info.html 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

2019年度に特定非営利活動法人私立専門学校等評価機構（現：職業教育評価機構）による第三

者評価を受審している。 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

http://www.musashino-eiyou.ac.jp 

 


